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	A. 研究目的
	JIPS Registryは登録開始から3年が経過している．6ヶ月以内に診断されたIIPsの症例が参加条件であるため，登録時の患者背景は国際第Ⅲ相試験よりも軽症であった．また，海外の観察研究と異なり分類不能型特発性間質性肺炎の割合が多くみられた．海外と比較して，より正確にガイドライン診断を運用し，診断したことが一因と考えられた．当初3年の観察で終了予定であったが，脱落率が少ないことから観察期間を延長することで，さらなる多くの知見が得られると総合的に判断し、本試験をさらに2年間延長する方針とした．引...
	本年度，橋本らは順調に症例登録を進めている．質の高い研究とするためにfollow up dataの収集を進める．1)びまん性肺疾患の相対罹患率を明らかにすること, 2)円滑なMDD診断を構築することを実現して，そのdataを元に，人工知能（AI）を用いてびまん性肺疾患の診断補助の実効性を検証すること計画している．
	E. 研究発表



